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統
一
地
方
選
挙
と
安
倍
首
相
の
狙
い

統
一
地
方
選
挙
と
は

　
選
挙
日
程
を
統
一
し
て
実
施
さ
れ
る

地
方
選
挙
の
こ
と
で
す
。
４
年
に
１
度

実
施
さ
れ
て
お
り
、
地
方
行
政
の
方

向
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
県
労

連
で
は
、
投
票
行
動
の
呼
び
掛
け
と
政

治
選
択
の
基
準
を
示
し
て
い
き
ま
す
。

地
方
が
変
わ
れ
ば
国
へ
影
響

　
沖
縄
県
で
は
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場

の
辺
野
古
移
設
を
承
認
し
た
仲
井
真
知

事
を
「移
設
反
対
」
の
翁
長
前
那
覇
市

長
が
破
っ
て
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
同
時
開
票
と
な
っ
た
那
覇
市
長
選

挙
で
も
、
「移
設
反
対
」
を
掲
げ
た
城

間
前
那
覇
副
市
長
が
自
公
推
薦
の
候
補

者
を
破
り
、
ま
さ
に
「オ
ー
ル
沖
縄
」
の

闘
い
で
、
基
地
移
設
に
Ｎ
Ｏ
を
突
き
つ
け

ま
し
た
。
こ
の
勢
い
は
、
１
２
月
に
実
施

さ
れ
た
衆
議
院
選
挙
で
も
示
さ
れ
、
小

選
挙
区
で
も
自
民
党
候
補
は
対
立
候
補

に
全
敗
し
ま
し
た
。

１
票
は
決
し
て
無
駄
に
な
ら
な
い

　
昨
年
１
２
月
に
実
施
さ
れ
た
衆
議
院

選
挙
は
、
得
票
率
が
過
去
最
低
の
５
２
・

６
６
％
と
な
り
ま
し
た
。
「大
義
な
き

解
散
」
と
言
わ
れ
、
争
点
が
ぼ
や
け
て

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
国

民
に
「投
票
し
て
も
無
駄
」
「行
っ
て
も

変
わ
ら
な
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
沖
縄
県
知
事
選
挙
や
那
覇

市
長
選
挙
の
結
果
が
示
し
た
よ
う
に
、

国
民
の
思
い
が
１
つ
に
な
れ
ば
、
政
治
が

大
き
く
動
く
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し

た
。
統
一
地
方
選
挙
に
お
い
て
も
、
１

票
が
積
み
重
な
れ
ば
、
政
治
の
転
換
は

大
き
く
前
進
し
ま
す
。

安
倍
首
相
は
、
「憲
法
改
正
は
最
終
段

階
」と
豪
語
し
、
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ま

で
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
（下
表
）。
来

年
７
月
の
参
議
院
選
挙
の
ス
テ
ッ
プ
が

こ
の
統
一
地
方
選
挙
で
あ
り
、
憲
法
改

悪
阻
止
が
か
か
っ
た
選
挙
で
す
。

安
倍
首
相
４
つ
の
狙
い

　
①
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
ま
で
に
２
０

１
５
年
度
予
算
を
通
過
さ
せ
、
「地
方

創
生
」「女
性
の
活
用
」「成
長
戦
略
」な

ど
で
国
民
の
「期
待
」
を
ふ
く
ら
ま
せ

て
、
票
を
か
す
め
取
る
。

　
②
統
一
地
方
選
挙
で
の
「勝
利
」
と

衆
参
の
「数
の
論
理
」
で
５
月
～
会
期

末
に
安
保
法
制
の
改
悪
を
一
気
に
推
し

進
め
る
。

　
③
９
月
の
総
裁
選
挙
で
自
民
党
総
裁

に
再
選
。
２
期
６
年
の
長
期
政
権
で
改

憲
へ。

　
④
９
条
の
明
文
改
憲
２
０
１
６
年
７
月

の
参
議
院
選
挙

（ダ
ブ
ル
？
）
で
勝
利

し
、
衆
参
で
３
分
の
２
を
確
保
。
改
憲

発
議
へ。

　
こ
の
４
つ
の
狙
い
を
食
い
止
め
、
「戦

争
を
す
る
国
」造
り
を
阻
止
し
ま
し
ょ

う
。
統
一
地
方
選
挙
は
政
治
的
な
大

き
な
山
場
で
す
。
「暴
走
政
治
Ｎ
Ｏ
！
」

「憲
法
改
悪
Ｎ
Ｏ
！
」の
声
を
突
き
付
け

ま
し
ょ
う
。

当 翁 長     雄 志

仲 井 真 　 弘 多

１区 赤 嶺 　 政 賢 （ 共 産 ） ３ 区 玉 城 　 デ ニ ー （ 生 活 ）

２ 区 照 屋 　 寛 徳 （ 社 民 ） ４ 区 仲 里 　 利 信 （ 無 所 属 ）

◇ 2 0 1 4 年 1 1 月 ･ 沖 縄 県 知 事 選 挙 開 票 結 果 ( 投 票 率 6 4 . 1 3 ％ )

3 6 0 ,8 2 0 票

2 6 1 ,0 7 6 票

◇ 2 0 1 4 年 1 2 月 ･ 衆 議 院 選 挙 小 選 挙 区 の 当 選 者

告示日 投票日 備考

県議会選挙 4月3日 4月 12日

市議会選挙 4月 19日 4月26日 宿毛市、室戸市、高知市

町村議会選挙 4月21日 4月26日
安田町、奈半利町、田野町、土佐町、黒潮町

梼原町、　北川村、大川村、三原村

◇ 統 一 地 方 選 挙

《
改
憲
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
》

２
０
１
５
年

【４
月
】
統
一
地
方
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
【８
月
】
戦
後
７
０
年
談
話

２
０
１
６
年

【 

夏 

】  

原
案
と
り
ま
と
め

　
　
　
　
　
　
　
【７
月
】  

改
憲
を
争
点
に
参
院
選

　
　
　
　
　
　
　
【  

秋 

】
改
憲 

発
議

２
０
１
７
年

【前
半
】　
国
民
投
票

統
一
地
方
選
挙
・
投
票
の
基
準

基
準
１
（「地
方
創
生
」
の
誤
魔
化
し
）

　
安
倍
内
閣
は
１
月
１
４
日
、
過
去
最

大
規
模
と
な
る
２
０
１
５
年
度
予
算
案

を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
「地
方
創
生
」

を
全
面
に
、
「全
国
津
々
浦
々
に
景
気

の
成
果
を
届
け
て
い
く
」
と
高
ら
か
に

宣
言
し
ま
し
た
。
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
、
東
京
への
一
極
集
中
の
是
正

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
　
し
か
し
、
そ
の
中

身
は
と
い
う
と
、
統
一
地
方
選
挙
対
策

の
バ
ラ
マ
キ
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　
本
来
の
地
方
創
生
と
は
、
地
域
で
労

働
者
が
働
き
続
け
、
そ
こ
で
子
育
て
が

で
き
る
社
会
で
す
。
安
倍
内
閣
は
、
「国

民
が
出
産
や
育
児
に
前
向
き
に
な
れ
る

よ
う
な
制
度
の
整
備
」、
「地
域
に
お
け

る
雇
用
創
出
」
を
掲
げ
な
が
ら
、
「社

会
保
障
」
と

「労
働
法
制
」
と
い
う
、

地
域
が
存
続
し
て
い
く
た
め
に
必
要
不
可

欠
な
２
つ
を
破
壊
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
安
倍
内
閣
が
押
し
進
め
る
派
遣
法

の
改
悪
や
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
は
、
不
安

定
雇
用
と
長
時
間
労
働
を
状
態
化
す
る

も
の
で
す
。
安
倍
内
閣
の
政
策
は
地
域

を
活
性
化
さ
せ
る
も
の
と
は
到
底
言
え

ま
せ
ん
。

 

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
引
き
起
こ
し
た
物
価

上
昇
や
消
費
税
の
増
税

は
、
労
働
者
の
実
質
賃

金
は
１
９
ヶ
月
連
続
で
減

少
さ
せ
る
一
方
、
大
企

業
の
内
部
留
保
は
過
去

最
高
の
２
８
５
兆
円
に
達

し
て
い
ま
す
。
（全
労
連･

労
働
総
研
調
べ
）大
企
業

優
先
の
政
策
か
ら
の
転

換
し
、
正
規
雇
用
が
当
た
り
前
の
社
会

を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
、
真
の
「地
方
創

生
」
に
な
る
こ
と
は
明
白
で
す
。

基
準
２
（社
会
保
障
）

　
悪
化
す
る
地
域
住
民
の
生
活
を
守
る

た
め
に
は
、
社
会
保
障
制
度
の
拡
充
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
政
府
は
、
自
己
責

任
を
基
本
と
す
る
「自
助
」
を
社
会
保

障
制
度
の
中
心
に
据
え
て
、
社
会
保
障

制
度
の
解
体
を
進
め
て
い
ま
す
。
連
続

す
る
年
金
の
引
き
下
げ
や
国
保
料
、

介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
が
進
む
地
域

で
、
地
域
住
民
の
立
場
に
立
ち
、
格
差

と
貧
困
の
拡
大
に
歯
止
め
を
か
け
る
施

策
を
掲
げ
て
い
る
か
が
重
要
で
す
。

基
準
３
（最
低
賃
金
）

　
安
倍
首
相
の
ブ
レ
ー
ン
で
あ
る
竹
中

平
蔵
氏
は
「正
規
労
働
者
の
賃
金
が
高

す
ぎ
る
」
と
し
て
、
正
規
労
働
者
の
賃

金
を
非
正
規
労
働
者
の
水
準
ま
で
下
げ

る
こ
と
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
流
れ
に

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
「正
規
が
当
た
り
前

の
社
会
」を
作
る
と
と
も
に
、
「最
低
賃

金
の
大
幅
引
き
上
げ
」
に
よ
っ
て
、
現

在
の
非
正
規
労
働
者
の
賃
金
を
底
上
げ
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１
１
を
忘
れ
な
い

新春早朝宣伝の様子

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
早
く
も
４
年

の
月
日
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
２
万
人
近
く
の
犠
牲
者
を
出
し

た
災
害
で
す
が
、
復
興
庁
の
集
計
に

よ
る
と
、
今
な
お
２
２
万
９
０
０
０

人
が
避
難
を
続
け
て
い
ま
す
。
中
で

も
福
島
第
一
原
発
故
の
影
響
は
甚
大

で
、
事
故
原
因
の
調
査
は
進
ま
ず
、

汚
染
水
も
外
海
へ流
出
し
続
け
て
い

ま
す
。
住
む
家
と
仕
事
を
奪
わ
れ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
補
償
は
不

十
分
な
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
事
故
の
反
省
も
な
い
ま

ま
、
政
府
は
原
発
の
再
稼
働
へ政
策

を
転
換
し
て
い
ま
す
。
「そ
の
土
地
に

住
み
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
一
番
の
国

益
」
と
し
、
「人
格
権
と
経
済
を
並

べ
て
論
じ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
と

断
言
し
た
福
井
地
裁
の
大
飯
原
発
差

し
止
め
判
決
の
重
み
を
考
え
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

Ｈ 2 4 年 3 月 Ｈ 2 5 年 3 月 Ｈ 2 6 年 3 月 Ｈ 2 7 年 2 月
3 ,0 7 5 2 ,9 4 7 2 ,6 9 5 2 ,5 6 3

岩 手 県 4 2 ,7 8 9 4 0 ,3 0 4 3 4 ,4 9 4 2 9 ,4 3 3
宮 城 県 1 2 7 ,7 9 2 1 0 8 ,3 5 7 8 8 ,5 7 5 7 0 ,9 4 9
福 島 県 9 7 ,9 4 6 9 7 ,0 7 2 8 4 ,2 2 1 7 2 ,7 9 0
上 記 3 県 以 外 2 3 ,7 7 8 1 8 ,3 1 7 1 2 ,5 5 5 1 0 ,0 6 7

合 計 2 9 2 ,3 0 5 2 6 4 ,0 5 0 2 1 9 ,8 4 5 1 8 3 ,2 3 9

3 5 ,5 4 5 3 3 ,2 7 9 2 9 ,5 4 9 3 2 ,0 7 8
3 ,0 2 6 2 ,8 7 0 2 ,6 8 8 2 ,4 9 0
4 ,5 8 0 4 , 1 9 3 3 ,6 1 0 3 ,2 8 5
1 ,7 3 9 1 ,9 9 7 1 ,9 7 8 1 ,9 4 8
6 3 9 5 1 6 4 5 8 4 2 8

3 ,3 8 1 3 ,3 1 2 3 , 1 3 5 2 ,8 3 2

3 4 4 ,2 9 0 3 1 3 ,1 6 4 2 6 3 ,9 5 8 2 2 8 ,8 6 3

関 東

北 海 道

東
北

合 計

九 州 ･ 沖 縄

四 国
中 国
近 畿

東 海 北 陸

　
◇
避
難
者
数
の
推
移

　
２
月
の
労
働
相
談
は
、
１
６
件
で
し

た
。
３
月
４
日
、
県
労
連
・
労
働
相

談
セ
ン
タ
ー
は
、
春
の
全
国
一
斉
労

働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
事
前
告
知
を

か
ね
て
、
県
庁
記
者
室
で
記
者
会
見

を
ひ
ら
き
ま
し
た
。

　
記
者
会
見
で
は
、
０
８
年
か
ら
１
４

年
ま
で
の
労
働
相
談
活
動
の
ま
と
め

（資
料
）
を
も
と
に
、
こ
の
間
の
労
働

相
談
件
数
の
推
移
を
は
じ
め
特
徴
的

な
相
談
事
例
を
あ
げ
て
発
表
し
ま
し

た
。
近
年
２
７
０
件
程
度
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
る
な
か
で
、
１
割
強
が
面

談
に
こ
ぎ
つ
け
労
働
組
合
の
力
を
背

景
に
し
て
団
体
交
渉
や
行
政
機
関
への

申
告
や
あ
っ
せ
ん
等
を
支
援
し
、
多

く
の
問
題
を
解
決
し
て
き
た
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
記
者
会
見
に

は
、
マ
ス
コ
ミ
４
社
が
出
席
し
、
発
表

内
容
を
高
知
放
送
テ
レ
ビ
、
テ
レ
ビ
高

知
が
そ
の
日
の
夕
方
（夜
）
の
ロ
ー
カ

ル
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
を
し
、
翌
日
に
は

高
知
新
聞
が
朝
刊
に
記
事
掲
載
を
し

ま
し
た
。

　
３
月
６
日
（金
）
県
労
連
・
事
務
所

で
１
０
時
～
２
０
時
ま
で
開
設
を
し
た

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
は
、
６
人

の
相
談
員
体
制
を
整
え
、
ほ
ぼ
切
れ

目
な
く
寄
せ
ら
れ
た
解
雇
や
雇
い
止

め
、
賃
下
げ
、
残
業
代
不
払
い
、
メ

ン
タ
ル
（疾
患
）、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
を
め

ぐ
る
相
談
（１
２
件
）
に
、
懇
切
、
丁

寧
に
対
応
し
ま
し
た
。
特
徴
的
事
例

で
は
、
あ
る
建
築
会
社
に
大
学
新
卒

か
ら
就
職
し
、
２
８
年
間
勤
め
て
き

た
。
会
社
か
ら
６
０
歳
を
期
に
い
っ
た

ん
退
職
を
促
さ
れ
た
。
そ
の
後
に
お

い
て
、
１
年
ご
と
の
雇
用
契
約
で
６
５

歳
ま
で
は
、
再
雇
用
を
す
る
と
約
束

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
昨
年
（６
１

歳
時
に
）、
「が
ん
」
を
患
い
、
短
期

間
入
院
治
療
し
、
そ
の
後
、
職
場
復

帰
を
し
、
病
気
前
と
変
わ
ら
ず
仕

事
に
専
念
し
て
き
た
が
、
会
社
か
ら
、

「が
ん
」が
再
発
し
か
ね
な
い
と
決
め
つ

け
ら
れ
、
次
回
の
雇
用
契
約
は
で
き

な
い
と
更
新
を
打
ち
切
ら
れ
た
。
相

談
者
は
、
６
５
歳
ま
で
の
雇
用
に
期

待
を
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
病

気
を
理
由
に
し
て
雇
用
契
約
（約
束
）

を
ほ
ご
に
さ
れ
た
こ
と
に
納
得
い
か
な

い
と
支
援
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
今
、

「が
ん
」を
理
由
と
し
た
解
雇
や
退
職

強
要
が
増
え
て
お
り
社
会
問
題
化
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
案
も
病
気

前
同
様
に
労
働
能
力
が
回
復
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
（労
働
契
約
法

１
６
条
、
社
会
通
念
上
相
当
で
な

く
、
合
理
的
、
正
当
な
理
由
な
く
）

解
雇
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
で

す
。
支
援
す
る
立
場
で
相
談
を
継
続

し
て
い
ま
す
。

都道府県 最低賃金

東京 ８８８円

神奈川 ８８７円

香川 ７０２円

愛媛 ６７９円

徳島 ６８０円

高知 ６７７円

全国平均 ７８０円

◇地域別最低賃金 す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　基
準
４
（公
契
約
条
例
）

　
高
知
県
で
は
、
公
共
事
業
が
地
域
経

済
を
底
支
え
し
て
い
ま
す
。
防
災
や
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
予
算
も
拡
大
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
事
業
を
支
え
る
建

設
労
働
者
が
減
少
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
が
、
３
Ｋ
（き
つ

い
・
き
た
な
い
・
き
け
ん
）
と
言
わ
れ
る

労
働
環
境
に
見
合
う
賃
金
が
支
払
わ
れ

て
い
な
い
と
い
う
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　
建
設
業
特
有
の
重
層
下
請
け
構
造
や

三
位
一
体
改
革
以
降
「安
け
れ
ば
安
い

ほ
ど
良
い
」
と
い
う
流
れ
に
よ
っ
て
競
争

に
さ
ら
さ
れ
続
け
た
落
札
価
格
の
低
下

は
、
企
業
と
労
働
者
を
疲
弊
さ
せ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
流
れ
を
公
契
約
条
例
と

い
う
新
た
な
ル
ー
ル
作
り
に
よ
っ
て
断
ち

切
り
、
価
格
の
適
正
化
と
労
働
者
賃

金
の
底
上
げ
に
よ
っ
て
、
企
業
と
労
働

者
の
確
保
を
進
め
て
行
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

基
準
５
（教
育
問
題
）

　
「道
徳
の
教
科
化
」
や

「ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
」な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
安
倍
内
閣
の
「教
育
再
生
」
は
、

復
古
的
側
面
と
競
争
原
理
の
側
面
が
大

変
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
教
育
再
生
実

効
会
議
に
属
す
る
尾
﨑
知
事
も
、
「バ
カ

ロ
レ
ア
計
画
」
や
「道
徳
教
育
」
推
進
の

急
先
鋒
と
し
て
、
教
育
委
員
会
への
介

入
を
強
め
て
い
ま
す
。
豊
か
な
人
間
性

を
育
む
教
育
か
ら
、
企
業
が
欲
し
い
人

材
の
育
成
へと
変
貌
す
る
教
育
の
在
り

方
は
、
「戦
争
を
す
る
国
づ
く
り
」
と
相

ま
っ
て
危
険
な
方
向
へと
突
き
進
む
可

能
性
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。




